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 支持的風土を育てる学級・学年集団づくりの実践

　主体的・対話的で深い学
び

3

 ものごとを様々な視点からとらえ考えさせる道徳科の授
業・評価に関する研究

　道徳教育の充実

 保護者等への道徳科の授業公開

 主体的・対話的で深い学びを追究する授業研究や研修会
の実施

3

3

学校教育評価表　（小・中学校）

項　　　目

2 体力づくりを推進する運動実践

 協働する体験・伝え合う喜び・コミュニケーション能力の育
成を図る授業の工夫改善（ＩＣＴの活用含む）

 働き方改革の取組と教育活動の質の改善

大津市立仰木中学校

評　価　の　観　点

 生命を尊重する心やいじめを許さない態度などの道徳的
実践力を育てる活動の実施

評価の基準  （ ３：よくできた　　２：できた　　１：あまりできなかった　　０：まったくできなかった ）

特別支援教育の
充　　　　　　  実

①

 生涯にわたって健康を保持増進し、進んで体を動かそうと
する意欲の育成

  指導改善
   （組織的・計画的）

  育ちと学びを支える
   連                携

生徒指導体制の
充　　　　　　  実

 保護者・地域との交流や情報発信、参観、 懇談会、研修
会の実施、地域人材の活用
 防災教育・感染症対策等の推進を含む、地域の実態に応
じた安心・安全な学校づくり

　児童生徒アンケートのすべての評価の平均値（３点満点、小数第2位まで記入）

 子どもの校種間交流や教員の出前授業

 家庭・地域・関係機関との連携による指導

②

 生徒指導・教育相談体制の確立と組織的な推進　※

  体力づくり

 保幼小中の接続期の教育課程編成等、円滑な接続を図る
校種間のカリキュラム研究

 組織的・計画的な特別支援教育体制の確立

子育てや家庭教育に対する 保護者への積極的な支援

　学校満足度

 学力向上を目指した指導体制・指導方法の工夫改善

 教職員の指導力、情報活用能力、及び組織的な教育力の
向上

家庭・地域との
連携・協働

※　特にいじめについては、学校基本方針の評価と関連させて行うこと

 たくましい心と体を育てる魅力ある授業の工夫改善

2

2 校種間の授業公開や合同研修会

3

＊各校の学校評価書から上記の1～25の観点にかかる自己評価および学校関係者評価結果を取り出し、本表に移記ください。
＊評価の項目と関連があると考えられるＳＤＧｓの目標を参考として表示しています。

①

 個別の教育支援計画及び個別の指導計画の作成と活用

　保護者アンケートのすべての評価の平均値（３点満点、小数第2位まで記入）

組織的体制の
充　　　　　　実

②

3

　児童生徒の学校満足度

 保幼小中の
 連        携

 いじめや暴力行為、不登校等生徒指導上の諸課題の早
期発見、日常的な予防指導　※

 関係機関と連携した相談体制の充実



大津市立仰木中学校

観点評価 項目評価 現 状 項目評価 意見・提言等

1 3

2 2

3 3

4 3

5 2

6 3

7 2

8 2

9 3

10 3

11 3

12 2

13 2

14 3

15 3

16 2

17 2

18 2

19 3

20 3

21 3

22 2

23 2

24 2

25 3 3

〇生徒・保護者アンケートの「全般的に楽
しく学校生活を楽しんでいるか」の質問に
ついて、生徒92％、保護者90％、教員
97％が肯定的に捉えており、良好な学校生
活が送れている状態にあると考える。

3

〇有意義な時間を３年間過ごして欲しいと切に願います。地域も含め皆が連携することで充実度も変わってくるかなと
思います。資料作成、ご苦労様でした。
〇近隣の学区から生徒が多数通学し、いい中学校と評価されています。その理由は、種々あると思いますが、まず落ち
着いた環境で学校生活を送ることができ、そのうえで勉強、スポーツに打ち込めているのではないでしょうか。朝、登校
される子どもたちの元気な姿をよく見かけます。素敵ですね。
〇体育祭や文化祭等で生徒が主体的に活躍し満足できている。
〇仰木中が、どんどん良くなる様子、地域として喜ばしいです。部活動がさかんな仰木中と聞いています。教育委員会
と連携して、さらに充実してほしいです。
〇全体的に落ち着いており、学ぼうとする姿勢が見られ、よい学校だと思います。
〇文化祭へ行かせていただいた時には、学年問わず、みんなが楽しんでいる様な雰囲気で、クラスだけでなく学校全体
での一体感を感じるくらいのなごやかさだった。
〇素晴らしい事だと思います。

◎引き続き、生徒が楽しく登校できるように教
師が良い雰囲気づくりを行う。

◎教師は全生徒が笑顔で過ごし、落ち着いた
学校生活が送れるように尽力する。

◎来年度も引き続き、生徒の「問題解決力」の
育成と「協働的な学び」の充実と「主体的・対
話的で深い学び」の実践を全教員が行う。

◎研修で行ったことへの検証が今年度できて
いなかったので、検証する時間をとる。

◎全教員がICTの活用方法を研修し、授業だ
けでなく、特別活動等にも活用できるスキルを
身につける。

 協働する体験・伝え合う喜び・コミュニケーショ
ン能力の育成を図る授業の工夫改善（ＩＣＴの
活用含む）

令和6年度　学校評価書

項　　　目 評　価　の　観　点
自己評価 学校関係者評価

今後に向けて

 主体的・対話的で深い学びを追究する授業研
究や研修会の実施

道徳教育の充実

 生命を尊重する心やいじめを許さない態度な
どの道徳的実践力を育てる活動の実施

3

　主体的・対話的
で深い学び

 支持的風土を育てる学級・学年集団づくりの
実践

3

〇今年度も「非認知能力を高める授業のあ
り方」をテーマに校内研究を進めた。全教
員で小チームを編成し、教科横断的に授業
研究に取り組んだ。教科の垣根を越えて、
生徒の「問題解決力」の育成を目指し、
「協働的な学び」の充実と主体的・対話的
で深い学びを追及した。

〇夏季研修会では、「問題解決力の育成を
目指した授業づくり」をテーマに研修を行
い、校内研究で取り組んでいる内容を整理
することができた。

●ICTの効果的な活用を模索しながら、各
教員が実践を行っているが、「個別最適な
学び」のを実現に向けたの検証を全教員で
行うことができなかった。

　
〇授業中の風景からしか察するしかないが生徒たちは授業に前向きに取り組んでいる様子が見て取れました。
〇参観させていただくと、どの子も授業に向かっている姿を見ることができました。
〇職場体験では、仲間で支え合いながら今何をすべきか考えて行動に移す姿が見られた。主体的に取り組む姿勢が
育っているからこそだと思われる。
〇生徒の主体性を軸とした夢プロジェクトの取り組みが素晴らしいと感じました。学習は多少厳しい生徒も活躍してくれ
ていることを想像します。
〇協働し、支え合いながら学びを深めるための授業の工夫の中で、子ども自身が役に立っている、できた、分かったと
自己肯定感が高まることを期待します。
〇体育祭や合唱コンクールでは、順位を競い合う事で、必死に練習を重ねていたと思う。子どもが「今のクラス最高」
と。集団の力がよい方向に作用している。行事があると家での話をする機会も増え、学校の様子を伺える。
〇先生方のクラスをまとめ、盛り上げる力が素晴らしい。
〇社会の教科では、通常の受け身的な授業から離れて、各グループごとに課題を出し、調査、まとめ、発表をされてお
り、子どもたちの思考力、探究力、コミュニケーション能力を高めてくださっているなあと感じた。
〇生徒・保護者・教師の認識が一致してきており、良い環境が出来上がっていると思う。
●主体的・対話的で深い学びを追求する授業のスタートは、授業のはじめに示す「めあて」と授業の終わりの「ふりかえ
り」であるが、授業参観ではあまり定着しているようには見えなかった。
●学年、教科の垣根を越えて、多面的に子どもの育ちへの学びを考えていくことの必要性を感じます。
●教科指導を質的に高めるには、教師の力量を高めていかねばならない。校内研究を中心に職員が意識を持って取り
組んでいくことが大切だと思う。
●コミュニケーション能力を高める手法として以前、アサーション実施の紹介がありましたが、これをさらに高めて欲し
い。一朝一夕でものになるものではないので継続的に。また、つくづく感じるのだがＡＩの進展などもあり、ものすごいス
ピードで変わっていく時代となっている。こういう時代では固定観念にとらわれず色んな発想を許容して「あっ、そういう
考えもあるよね」的な教育も必要かなと思う。

 
〇ローテーション道徳良いと思います。担任とは違った視点で子ども一人一人の学ぶ姿勢を捉えたり、気付いたりでき
る良さがあるように感じます。
〇大人、特に年齢の高い世代の価値観の押し付けになるのではないかと、この教科の導入時に心配されたことがあり
ましたが、杞憂でした。ドラえもんのキャラクターを通して、アサーションを理解しました。生徒も、例示として示される内
容が身近で理解しやすいと思います。今後の社会生活で十分役立ちます。
〇ローテーション道徳の実施により、先生方も様々な視点で見られることはよいことと思いました。同時に、ひとり一人
の生徒の見方にも変化があったのでしょうか。
〇公開授業は保護者や地域の方々への発信の場となっていると思う。今年度は参加できなかったが、来年度は参加し
たいと思います。毎日忙しくなかなか職員で語り合えない現状は同じです。
〇目の見えるところに標語が張り出してあったり、生徒自ら作った標語が廊下に張り出してあったりと視覚からも訴える
工夫がされており素晴らしいと思いました。
〇相手を尊重し、いじめ撲滅に取り組んでいる事が見えてきている。
●道徳心を育てるためには、いじめをなくすことも大切だが、同時に、日常生活している地域での日々の生活を通じて
の活動の内容を通じて学ぶことが必要であり、そうした体験を地域を通じて体験させることが必要である。
●子どもの心の中に投げかけていく道徳教育は、その各生徒の状況を把握している担任がするのが良い。ローテー
ション形式が良いのか疑問。

◎全教員が道徳の授業研究の機会を持ち、研
修を積み、学校全体で道徳教育に関する力量
を向上させる。

◎道徳の授業公開を１年間に数回行うように
し、保護者だけでなく、地域の方に来ていただ
くようにする。

 ものごとを様々な視点からとらえ考えさせる道
徳科の授業・評価に関する研究

 保護者等への道徳科の授業公開

 たくましい心と体を育てる魅力ある授業の工
夫改善

〇今年度もワークシートの形式を全校で統
一し、記述しやすいレイアウトにした。

〇昨年度に引き続き２学期以降は授業者が
代わるローテーション道徳を実施した。各
教員に一つの教材を割り当てることで、教
材研究を深めることができた。

〇10／30（1年）、11／6（2年）、10
／31（3年）に公開授業を行い、担任によ
る道徳の授業を地域の方や保護者に参観し
ていただくことができた。

●よりよい道徳教育を目指すために、複数
の教員で教材について話し合い考える機会
を設け、研究意欲を高める必要がある。

○効果的にICTを活用し、口頭説明だけで
なく、視覚支援での工夫を重点的に行っ
た。

○めあての提示の徹底。また、個人で本時
のめあてを決めさせて、達成感を得られる
ような授業作りを行った。

●本校の体育祭はレクリエーション要素が
大きく、体力づくりの要素が高くないのが
現状である。

 体力づくりを推進する運動実践

 
〇体育祭では生徒が心より楽しんでいる姿が印象的でした。体力づくりの要素が高くないとの教員評価ですが、私はい
い体育祭だと思います。９の目的は十分達しています。友達と一緒にスポーツを楽しみ体を動かし、その延長で目的が
達成できると思います。
〇体育祭を見学させてもらう中で確かにレクレーション要素が主でしたが、生徒たちが１つになって取り組んでいる姿は
大変微笑ましかったです。記録会的行事になると苦手な子には辛い行事ですね。
〇仰木中の子どもは心も体もたくましさを感じて見ています。芯がしっかりしています。
〇部活の充実が評価される。
●子どもたちの体力づくりは部活動が中心となり、全校的な取り組みにするのは難しい。
●部活動の時間も短くなる中、子どもたちが体を動かす時間が減少しているのではないかと思う。力いっぱい思い切り
というような動き方ができることは、たくましい体づくりと、いざという時（災害などの時も）に必要な力を発揮することにつ
ながるのではないか。
●先生方のクラブ指導については日々尽力して頂いている。働き方改革で、土日どちらか半日となっているのは仕方
のないことですが、それに代わる家での自主トレ方法を子どもたちで考えさせたり、指導いただけると良いのではないか
と感じる。
●本校の体育祭はレクリエーション的要素が大きく・・・とあるが、それはそれである意味、価値があるのではないか。む
しろ、日常の学校生活における自然的に体力づくりができる要素を積極的に取り入れるべきと考える。
●体育祭については体力作りではなく楽しさが優先でさらに参加することが大切だと思っています。その中で団結力や
思いやり、友情などが芽生えれば大成功と思います。

◎保健体育の授業の中で、ICTを活用する活
動を増やし、よりよい授業づくりを行う。

◎体育祭は現状通り、運動が苦手な生徒を念
頭に置き、レクリエーション要素のある競技で
行う方向で考える。

◎部活動の活動時間が以前よりも制限がされ
ているが、その中で、できるだけ体力づくりに
取り組む。

〇職場体験や家庭科の保育体験と子どもたちと関わる場がたくさんあり、中学生との関わりで、園児の自己肯定感が
満たされてもいました。とても温かい関わりでした。作品展も見に来てもらえてうれしかったです。
〇生徒は学校の外では課外活動や塾などの様々な活動で多忙の中、地域の担い手として仰木太鼓や地域連携、職場
体験や保育実習など、地域と関わる活動をたくさん持たせていただき感謝しております。
〇交流が増えたこと、喜ばしく思います。
〇家庭科でのふれあい体験や校庭での出会い、職場体験を通して、お互いを身近に感じ、親しみを持つことができまし
た。教師同士が顔なじみになることで、できる交流が広がるのではないかと思う。今後ともよろしくお願いします。
〇家庭科の授業においては実際にクラス毎に幼稚園に行き幼稚園児と遊びを通してふれあい、忘れられない貴重な経
験をさせて頂いた。先生方が地域連携をしっかりして頂いている為にできた授業だと思う。
●仰木サミットについて感じたことは、生徒たちは小学生たちの面倒をよく見てくれており、発言もしやすい雰囲気作り
をしていて良かった。発表の資料についても、うまく作っているところが多かったが、肝心の発表が聞く人の立場になっ
ていない。話し方の訓練にもなるので、先生方のアドバイス一つでぐんと成長すると思います。普段ない景色の中で経
験することは大切で、折角の機会なので事前アドバイスがあればと思いました。
●教師の評価が低い理由は何かの分析は出来ているのでしょうか。
●会議の意見では、地域の方々は生徒やその家庭にもっと積極的に地域とのかかわりを希望されているようですが、
先生方の負担が軽減される形の関わりがあればと思います。会議での発言の中では、地域が学校や家庭に求められ
ているものが何かは伝わりませんでした。
●仰木サミットでは、児童会や生徒会との交流ができ良かった。特に中学生が良く全体をリードしていてさすがと思っ
た。全校的な広がりにはまだまだ弱い。

〇tetoruの配信は保護者にとって大変ありがたいと考えています。学校の様子もわかりやすいので継続してほしいで
す。
〇今年の仰木サミットでの地域での防災活動の取り組みが良かった。
〇小学校からのあいさつ習慣か、中学校になって、さらに引き継がれ、気持ちよく生徒さんたちと挨拶させていただいて
います。
〇生徒が地域行事に参加されている取り組みは、将来、地域を大切にする大人を育てるために地道に継続できると良
いと思います。
〇子どもからのお知らせ配布プリントが手に入らない為、tetoruで配信して頂けるのがとても有難い。
●保護者が地域との連携・協働を理解していない。
●HPの充実であったり学校だよりの誌面の工夫など努力されていることがよくわかる。ただ、仰木中だよりについては
我々大人が読んでもとても素晴らしい心に響く文章が掲載されている。残念ながら文字数が多く見づらくどれだけ読ま
れているのか不明である。読み手の立場に立った紙面作りの工夫が必要かと思います。折角の記事の題材がもったい
ないと感じました。
●学校での防災訓練と地域での防災訓練は違うものと思います。災害が起ったときにどこに自分がいてるかはわから
ず必ず、学校にいるとは限りません。また、中学校が避難所になれば中学生の活躍が期待されます。被害者（避難者）
という立場と共助するという立場が求められます。ぜひ、地域の防災訓練の中学生の参加を求めます。

◎生徒との会話を大事にし、保護者とも密に
連絡を取りながら、学校での姿や、家庭での
姿、ひとり一人の気持ちを受け止め、状況を把
握し、手厚い支援をする。

◎保護者の地域に対する認識を学区に伝え、
学区としても地域と家庭、学校との連携に取り
組んでもらう。

◎地域の行事等があるタイミングで、学校側も
生徒の地域活動への参加を促す。

◎仰木サミットだけでなく、地域を含めた防
災、減災の教育に力を入れ、授業等でも積極
的に触れるようにする。

 保護者・地域との交流や情報発信、参観、 懇
談会、研修会の実施、地域人材の活用

 防災教育・感染症対策等の推進を含む、
地域の実態に応じた安心・安全な学校づ
くり

子育てや家庭教育に対する 保護者への積極
的な支援
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〇仰木サミットで防災をテーマに地域と連
携することができた。

〇保護者や地域に向けて、学校だよりや各
種通信、広報誌の発行、ホームページの更
新などによる情報発信に努めた。

〇学校協力者会議をはじめとする様々な会
議や情報交換会を通して、地域との交流を
図った。

〇年間3回の避難訓練を通して、防災への意
識を高めるとともに、教職員に何が必要と
されているか確認することができた。

〇再雇用の先生などにも来てもらって、大きな心で生徒たちを受けとめているようで安心しました。
〇通常学級の中で支援を必要とする生徒への関わりや、その保護者への対応に難しさがあるのだろうと察します。小さ
い頃から子ども自身が自分の苦手なことを知り、対処するすべを身につけられるよう、保護者を育てることに力を入れ
たいです。
●特別支援クラスを拝見しましたが、一人一人がバラバラでよく理解できませんでした。たｆだ、教室に張り出してある用
紙には読みやすい綺麗な字で題材も工夫されており、生徒のためと思って作られたんだなと感じました。
謙遜からか生徒は読んでくれてないとおっしゃってましたがそんなことは無いと思ったのですが・・・
●評価についてはよくわかりません
●年々、対象児も増え、その後ろにいる保護者の支えも難しくなり、幼稚園でも日々悩みつつ、その子らしさをその子の
ペースで伸ばしていく支えができたらいいなと思っています。幼、小、中と対象児の連携、情報共有を大切にしていきた
いです。
●個別の支援計画等を作成しているが、現実的にはなかなか取り組みが難しい。
●評価の低い問題は教育委員会ですか。

◎学校への支援や見守りに、地域の方の力を
お借りすることはできないか模索する。

◎隔週で行われている、特別支援教育部会の
活性化を図り、、教員同士が連携、情報共有
を密していけるような体制を作る。

◎より細かい個別の支援計画を作成し、担任
はもとより、全教員が活用できるような体制を
作る。

 家庭・地域・関係機関との連携による指導

生徒指導体制
の

充　　　　　　  実

 いじめや暴力行為、不登校等生徒指導上の
諸課題の早期発見、日常的な予防指導　※
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〇学校は、生徒指導・教育相談・特別支援
教育の視点を生かし、連携を密にしながら
指導・支援に当たっている。また、今年度
は、校内ウイングの体制も整い、不登校の
生徒への対応を充実させるよう努力してい
る。

〇関係機関と連携し、外部講師による講話
や参加型学習でいじめ問題や人権教育につ
いて、また、SNSの使い方や闇バイトの危
険性と改正道路交通法等の授業を行った。

●生徒・保護者のいじめを許さない態度や
意識も少しずつ向上してきており、今後も
組織的な取り組みを進めるだけでなく、さ
らに機能を高めていくために、生徒会も交
えた取り組みを進めていく必要がある。

〇これからも子どもたちが自分らしさを発揮しながら中学校生活を満喫できるよう願います。SNSや闇バイト等の現代的
な課題に取り組め、良かった。今後は地域を含めた取り組みとして広げていってほしい。
〇９年前の生徒の状況と比較して、落ち着いた生徒の様子の影には、教員の日々の努力があるのだろうと思います。
〇社会的な諸問題を自分ごととして学びを深める機会を計画的につくっておられるとのこと、大切な取り組みだと思いま
す。幼稚園でも小さな子どもでも分かるよう、自分の身を守ることに必要な知識を得る機会を幅広く考えていきたいで
す。
〇我が家の子どもは学校が楽しくて仕方ないくらいに思っており、先生方には感謝しかありません。ただ、クラスには１
～２人来れない人もいると聞いた。生徒が個人的に関わることは難しいと思うが、なぜ来れない？来れるにはどうすれ
ばいい？等、考えることはできる。その人の思いに寄り添える優しい人間であってほしいと願う。
●地域連携の指導が地域に聞こえてこない。
●会議でも何度も指摘させていただいが、登下校時の歩きスマホが相変わらず見受けられる。事故があってからでは
遅く、指導の徹底をお願いしたい。日によっては他府県から来る廃品回収業者が乱暴な運転で学区内を走り回ります。
地域としても問題視していますがなかなか締め出せないのが現状です。安心・安全なまちづくりの最初の一歩は住民の
行動です。よろしくお願いします。
●地域がお願いしたアンケートの回収率が非常に低かったことに驚きを隠せません。２０番の指摘も含めて２１の評価
が３というのは少しおごりがあるのかなと感じました。
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○前期と後期のはじめに、各学年で個別の
指導計画を作成する会議を設定し、それぞ
れの生徒の課題や支援の内容を共有するこ
とができた。評価の場でも共有ができると
さらによいかもしれない。

●特別支援教育部会を隔週で行っている
が、教員全体への情報共有が職員会議だけ
になっているので、もう少しこまめな情報
発信が必要かと思われる。

●学校生活支援員の人数が欠員の状態のた
め、通常学級の生徒への支援が行き届いて
いない。

 家庭・地域との
連携・協働

体力づくり

 生涯にわたって健康を保持増進し、進んで体
を動かそうとする意欲の育成

 校種間の授業公開や合同研修会

 保幼小中の接続期の教育課程編成等、円滑
な接続を図る校種間のカリキュラム研究

 関係機関と連携した相談体制の充実

〇授業参観など、子どもたちが授業に取り組む姿勢が整っていると感じました。
〇ICT等を使った授業の取り組みが子どもたちの中に広がってきている。
〇授業がわかりやすいととらえている生徒が多いとのこと、先生方が指導の工夫と熱意なのだと感じます。
●テスト前等自主的に勉強できる場所があればいいなあと思う。
●PC、タブレット導入が時代の違いを感じる。しかしながら直筆の大切さも指導下さい。
●落ち着いた雰囲気で学習に取り組めていると感じました。１年生は少しにぎやかなのでしょうか？
●中学校もいつも遅くまで電気がついています。早く退勤してほしいです。
●授業がわかりやすいと捉えている生徒が８６％とということであるが高い水準とは思えない。少なくとも７人に一人は
そう捉えて無く、この％に満足することなく取り組んでいって欲しい。

　学校満足度 児童生徒の学校満足度

特別支援教育の
充　　　　　　  実

  指導改善
   （組織的・計画

的）

 教職員の指導力、情報活用能力、及び組織
的な教育力の向上

 働き方改革の取組と教育活動の質の改善

 組織的・計画的な特別支援教育体制の確立

 個別の教育支援計画及び個別の指導計画の
作成と活用

 保幼小中の
 連        携

 子どもの校種間交流や教員の出前授業

◎宿題だけでなく、生徒の家庭学習の定着を
図る手立てを考えて各教科の課題を設定す
る。

◎主体的、対話的授業を取り入れつつ、わか
りやすい授業の構築を研修等でさらに進めて
いくようにする。

◎働き方改革の意識が低い教員がいるので、
働くタイムマネジメントも含めて、意識改革に取
り組む。

〇生徒の問題解決力を高める手だてについ
て、全体研修を行い、指導力の向上に努め
た。

〇OJT研修や校内研究での教科横断チーム
による授業検討などを通して、学校全体で
教育力の向上に努めた。

〇授業がわかりやすいと肯定的に捉えてい
る生徒が86%おり、昨年度に引き続き高い
水準を保っている。

●学習習慣については、昨年度より若干数
値を伸ばしたものの今後も課題である。

 生徒指導・教育相談体制の確立と組織的な
推進　※
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 学力向上を目指した指導体制・指導方法の
工夫改善
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◎出前授業やたこ揚げなどの昼休みの交流な
ど以外に小学校、幼稚園と一緒に行える行事
を考え、本年度よりも増やす方向で考え、連携
を図る。

◎仰木人権教育研究会の内容をもっと充実さ
せ、研究会とは別に校種間での研修を企画
し、実践する。

◎年間を通して、いじめ防止に関する取り組み
を生徒会を中心に全生徒を巻き込んで行う。

◎学校運営協議会や学校協力者会議でいた
だいた意見をもとに、地域との連携を今まで以
上に密にする。
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○連携事業が年間を通して計画されてお
り、様々な交流や研修を合同で行ってい
る。

○２年生の職場体験や３年生の幼児とのふ
れあい体験など、子ども自身も交流の場が
できている。

〇今年度は昼休みに幼稚園児が校庭に遊び
に来るなど、学習カリキュラム以外でも交
流を持つことができた。

○仰木サミットを通じて、今年度は仰木中
学校区の防災について話し合ったり、取り
組みの交流をし合ったりして生徒会、児童
会の連携を図ることができた。

●仰木人権教育研究会では、各部会での校
種交流が縦割りで行われているが、各校で
の横の研修・交流ができていない。
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